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３
つ
目
は
主
に
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
担
当
す
る
包
括
的
･
継
続
的

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
で
、
地
域
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
な
ど
を

行
う
。
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の

方
々
の
身
近
な
相
談
支
援
の
窓
口
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

②
国
保
加
入
者
で
週
１
回
以
上

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
利
用
者
を
65
名

無
作
為
抽
出
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
月
平
均
医
療
費
が

約
47
％
削
減
さ
れ
た
と
い
う
結
果
と

な
り
、
疾
病
及
び
要
介
護
化
の
予
防
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
支
援
に
大

き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
学
校
２
学
期
制
に
つ
い
て

・
古
い
町
名
の
復
活
に
つ
い
て

松
崎
議
員

（1）
総
務
行
政
に
つ
い
て

地
縁
団
体
認
可
は
取
消
要
件
に
合
致

し
て
い
る
。
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

（2）
施
政
方
針
に
つ
い
て

①
自
治
・
分
権
時
代
の
市
と
国
の
関

係
、
財
政
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

「
新
行
政
体
制
推
進
室
」
設
置
で
ど

の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
す
る
の
か
。

②
九
電
発
電
所
跡
地
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て
は
市
民
の
声
を
ど
う
受
け
止

め
ら
れ
る
考
え
か
。

③
歴
史
観
光
振
興
の
進
捗
状
況
と
本

院
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ

の
退
院
後
を
市
立
病
院
が
引
き
受
け

完
治
す
る
ま
で
入
院
治
療
が
で
き
る

よ
う
な
体
制
は
と
れ
な
い
か
。

（2）
福
祉
保
健
行
政
に
つ
い
て

①
介
護
保
険
の
改
定
に
よ
り
介
護
予

防
の
中
核
拠
点
と
し
て
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
が
、

そ
の
役
割
や
メ
ン
バ
ー
構
成
な
ど
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

②
市
内
の
温
泉
施
設
を
利
用
し
た
高

齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
に
お
い

て
、
老
人
医
療
費
の
抑
制
効
果
が
み

ら
れ
る
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

病
院
事
業
管
理
者

（1）
①
医
療
に
関
す

る
専
門
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は
現
在
２
名
配
置
し
て
い

る
。
地
域
医
療
連
携
と
い
う
点
か
ら

も
非
常
に
重
要
な
分
野
だ
と
考
え
て

お
り
、
今
後
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

②
市
立
病
院
の
目
指
す
機
能
分
担
と

し
て
、
市
内
の
医
療
機
関
で
抜
け
て

い
る
急
性
期
治
療
後
の
医
療
を
担
い

た
い
と
考
え
る
。
長
崎
医
療
セ
ン
タ

ー
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
短
期
間
で
そ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
を

立
て
た
い
。

福
祉
保
健
部
長

（2）
①
大
き
な
３
つ
の

役
割
が
あ
る
。
１
つ
目
は
主
に
保
健

師
が
担
当
す
る
介
護
予
防
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
事
業
で
、
予
防
サ
ー
ビ
ス
プ

ラ
ン
作
成
な
ど
を
行
う
。
２
つ
目
は

主
に
社
会
福
祉
士
が
担
当
す
る
地
域

総
合
相
談
支
援
や
権
利
擁
護
事
業
。

年
の
計
画
策
定
は
ど
う
な
の
か
。

④
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
推
進

を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
村
在
来

線
問
題
の
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
。

⑤
生
活
排
水
対
策
推
進
で
合
併
浄
化

槽
の
水
質
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
完
全
に
洗
浄
で
き
て
い
る

の
か
。

⑥
「
国
民
保
護
計
画
」
策
定
の
目
的
。

協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
。

⑦
市
立
病
院
の
再
生
プ
ラ
ン
で
は
、

慢
性
期
時
に
お
け
る
診
療
計
画
が
な

い
が
、
市
民
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
ま
た
「
緩
和
ケ
ア

病
棟
」
設
置
に
つ
い
て
は
、
長
期
目

標
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
く
ら
い

の
目
標
と
な
る
の
か
。

総
務
部
長
　
（1）
地
方
自
治
法
の
取
消
要

件
に
該
当
し
な
い
の
で
取
り
消
す
考

え
は
な
い
。

市
長

（2）
①
国
に
頼
ら
ず
自
主
自
立
で

き
る
行
財
政
基
盤
を
確
立
さ
せ
た

い
。

総
務
部
長

「
新
行
政
体
制
準
備
室
」

は
総
合
計
画
・
第
４
次
行
革
･
地
方

分
権
等
の
推
進
を
主
業
務
と
す
る
。

市
長

②
地
域
住
民
の
理
解
協
力
な
し

に
誘
致
は
困
難
。
地
域
の
声
を
十
二

分
に
尊
重
し
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

③
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
、
歴
史
案
内

人
の
育
成
、
中
長
期
観
光
振
興
計
画

策
定
等
を
行
っ
た
。
今
後
は
花
と
食

を
テ
ー
マ
に
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
た
い
。

④
今
後
も
存
続
さ
れ
る
と
確
信
し
て

い
る
が
、
全
力
で
対
応
す
る
。

市
民
環
境
部
長

⑤
法
定
検
査
の
受
検

率
は
96．
２
％
で
あ
り
、
水
質
は
お

お
む
ね
良
好
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

総
務
部
長

⑥
武
力
攻
撃
か
ら
の
国
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
保
護
並
び

に
国
民
生
活
、
国
民
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
委
員
は
、
市
、
警
察
、

消
防
、
自
衛
隊
な
ど
の
公
的
機
関
、

運
輸
、
電
気
な
ど
の
民
間
事
業
者
等

で
構
成
す
る
。

病
院
事
業
管
理
者

⑦
機
能
分
担
と
し

て
慢
性
期
の
治
療
は
医
師
会
の
先
生

に
お
任
せ
し
た
い
。
緩
和
ケ
ア
病
棟

は
、
大
村
地
区
に
例
が
な
く
必
要
性

は
感
じ
る
が
、
設
置
基
準
な
ど
厳
し

く
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

市
民
生
活
第
一
の

施
政
方
針
に
!!

観光シンポジウム（3月23日さくらホール）




